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海外スポーツ指導者派遣事業の現状と課題

－JFAアジア貢献事業ブータン王国サッカーでの実践活動を中心に－
The current situation and the problems of the sport coach dispatch business
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Abstract

In order to clarify the current situation and the problems of the sport coach dispatch busi-

ness, this study aimed to reveal the experience of Japanese coaches who were dispatched to

Bhutanese national football team. Participants were interviewed about the problems that

occurred during the preparation before the competition and the competition itself. The find-

ing suggested that before actually coaching, dispatched coaches should gain the information

from Japanese Football Association (JFA) or former dispatched coaches about the country

that they will take charge of. Moreover, it is important for coaches to gain information about

cultures, habits and religion from Japanese who are in that country or international corpora-

tion agency. With this information, coaches need to carefully consider the training activities

with local coaches to provide the most effective training for their players. Moreover, improv-

ing the sport development program such as physical education at school is important to pro-

vide the opportunity for young players to learn basic soccer skills from their childhood. In

addition, it is important to corporate with other countries such as making friendly matches to

gain player’s international experience.
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１．はじめに

現在，日本代表サッカー選手23名中11名が海

外のクラブで活躍する事例が見られ，また，ロ

ンドンオリン五輪予選を戦った日本代表女子サ

ッカー選手20名中4名が外国クラブに所属する

ようになった（高橋，2012）．

一方，サッカー指導者についても，2012年か

ら前日本代表監督の岡田武史が，中国スーパー

リーグ（中国サッカー１部リーグ）の杭州緑城

の監督に就任した（高橋，2012）．現在，韓国

では，代表のフィジカルコーチをしている池田

誠剛コーチ（KRNEWS，online），ソウルFCの

菅野淳コーチがいる（Sports navi，online）．ま

た，タイリーグで指揮をとる日本人監督は，チ
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ョンブリFCの和田昌裕，ナコンラチャシマー

FCの神戸清雄，ランシットFCの丸山良明，タ

イ・ホンダFCの滝雅美の４人となった（samu-

rai×TPL，online）．このように選手のみならず，

日本人の指導者が海外でスポーツ労働者として

職を得る事例がみられるようになった．

しかしながら，我が国で育成されたスポーツ

における指導者のうち諸外国で活躍している者

の数はまだ少ないと考えられ，これらを推進し

ていく取組が必要である（文部科学省，2013）．

こうした文部科学省が推進する中で，日本サッ

カー協会（以下JFAとする）はアジア貢献事業

として，アジアサッカー発展のために人材の活

発な交流を行っている．その一つにコーチや審

判員を養成するための指導者としてチーム審判

インストラクターなどの人的支援・知的支援な

どのプログラムを提供し，アジア間での共存共

栄を目指している取り組みがある．2011年８月

までに，アジア諸国に代表（ユース年代代表チ

ームを含む）監督やユース育成指導者を31名の

べ16か国のアジア諸国へ派遣されてきた（JFA

公認指導者の海外派遣，online）．こうして派遣

された指導者の貴重な経験や指導実践での成

果・課題は，蓄積され新たなコーチング・プロ

グラム作成とその活用性に引き継ぐことが重要

と考えられる．これまで，シリアU-17代表チー

ムが大会に臨むに当たって「試合全般に対する

準備」と「個々の試合に対する準備」が戦略・

戦術的活動において影響することを明らかにし

た研究（曽根，2008）や田嶋（2001）のU-17ア

ジア予選-世界大会に向けての経験的事実によっ

て世界大会出場の結果へと導いた育成年代の事

例がある．しかしながら，トレーニングについ

て，それが何を目的として行われ，実際の試合

でどのような結果に結びついたのかという研究

は，代表チームレベルにおいてはあまり存在し

ないとしている（松本，2011）．

そこで，本研究では，海外スポーツ指導者派

遣事業の現状と課題を明らかにするために，筆

頭著者が，2010年7月からアジア貢献事業の一

環として，ブータンでの約１年半にわたるサッ

カーの実践活動を基に実態を分類し，代表チー

ムに関する施策を提案することを目的とする．

２．方法

2010年７月から2012年１月までの活動記録を

もとに，実践活動の分類を行い図１に示した．

２.１．分類方法

分類の具体的方法として，準備期間中での課

題と試合中での課題の２つに大別した．

準備期間中での課題について，JFA（2010）は

AFCアジアカップカタール2011・日本代表チー

ムの選手選考やトレーニング期間の在り方につ

いて述べている．JFA（2011）U-17日本代表チ

ーム・メキシコ遠征でも，移動距離や時間，時

差環境適応に関する調整について述べられてい

る．したがって，国際大会に参加するにあたっ

て報告するべき重要な項目として捉え，選考，

トレーニング期間，移動，調整の4項目に分類

図１　年間スケジュール
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した．

試合中での課題について，加藤（1994）は，

サッカーで必要な要素として，技術，戦術，体

力，そして最も基礎的な部分である精神的要

素＝メンタリティの４つであることを述べてい

る．また，松原ら（2006）は，フランスの青少

年育成システムの年間計画の方針と目標の中で

技術，戦術，フィジカル，メンタルの4つに分

類したとしている．ここでの，フィジカルとは，

サッカーに特化した行動するときの体力を意味

する（長澤，2007）．したがって，「フィジカル」

という言葉を体力面として捉えることとする．

メンタルとは，「心的」「精神的」という意味が

あり，ここでは精神面として捉えた（山口，

2008）．以上のことから，試合中のサッカーに

必要な要素として，技術面，戦術面，体力面，

精神面の４項目に分類した．

２.２．分析対象となった大会

対象となった大会は，図１に示すようにガバ

ナーズカップ，AFCチャレンジカップ，南アジ

アサッカー選手権の３大会であった．

ガバナーズカップは，インド北東部のシッキ

ム州ガントク市で行われ，2010年10月21日１回

戦インドのカメリア・ユナイテッドと対戦し，

0－1で敗戦した．

AFCチャレンジカップは，ネパールでの本大

会の前に予備予選がインド・グルガオン市で行

われ，アフガニスタン代表と対戦し，３月23日，

第１戦目は，0－3で敗戦した．３月25日，第２

戦目も0－2で敗戦した（AFCチャレンジカップ

2012 予選大会，online）．

南アジアサッカー選手権は，インド・デリー

市で開催され，２グループに分かれてのリーグ

戦を行い３戦全敗で予選敗退した．12月３日，

第１戦目スリランカ代表と対戦し，0－3で敗戦

した．12月５日，第２戦目インド代表と対戦し，

0－5で敗戦した．第３戦目12月７日，アフガニ

スタン代表と対戦し，1－8で敗戦した（南アジ

アサッカー選手権2011，online）．

３．結果

３.１．分析対象になった大会活動日程と結果・

スタッフ

表１は各大会における活動日程と結果，参加

したスタッフの人員について示したものであ

る．

３.２．準備期間中での課題

表２は各大会における準備期間中の選考，ト

レーニング，移動，調整の課題を示したもので

ある．なお，ここでの時期は，国際大会に向け

てのトレーニング開始時から国際大会までとす

る．

（１）選考会に関して，ガバナーズカップの時

は３日間，チャレンジカップの時は16日間，南

表１：分析対象になった大会活動日程と結果・スタッフ
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アジア選手権大会の時は１日間かけて行った．

チームや選手の連絡と準備・進行をブータンの

現地スタッフがサポートしてくれた．しかし，

選手の大半が，国内リーグ終了後トレーニング

を行っていない状態であり，仕事や学校の関係

で参加できなかった選手もいた．

（２）トレーニング期間に関しては，選考会後

11日間から41日間行った．国際大会までのトレ

ーニング期間が短いうえに，仕事や学校の関係

で全員が継続してトレーニングできなかった．

（３）移動に関しては，協会の予算の関係で，

首都ティンプー市から大会地まで大半の行程を

協会所有のバスで移動することになった．南ア

ジア選手権大会は，インド・バグドグラ空港ま

での行程を約12時間かけて移動した．ガバナー

ズカップは，インド・シッキム州ガントク市ま

での行程を約16時間かけて移動した．AFCチャ

レンジカップ予備予選前の調整合宿でもネパー

ル・トリブバン国際空港からポカラ市までの行

程を約６時間半かけて移動した．

（４）調整に関しては，ブータンの高度，気候

などの地理的な条件から，大会地の暑さや湿気

に対する対策がなされていなかった．また，調

整を行うための施設が十分でなく，対戦する相

表２：準備期間中での課題

表３：試合中での課題
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手チームと同じホテルやトレーニング時間が重

なるなどの問題点も多かった．

３.３．大会を通して試合中での課題

表３は，試合中での技術面，戦術面，体力面，

精神面の課題を示したものである．

（１）技術面に関しては，基礎的な「止めて蹴

る」などのトレーニングを多く実施した．しか

し，国際試合の経験不足などの影響から，ボー

ルコントロールやパスによるミスが目立ち，試

合を優位に進めることが出来なかった．

（２）戦術面に関しては，技術トレーニング同

様，多く実施した．また，国際大会で予め劣勢

が予想されていたため，全体的に守備的な布陣

で臨むことにしたが，選手のアプローチやポジ

ショニングのミスが目立った．また，相手選手

にボールを奪われた後のカバーリングが遅れ，

バランスを崩し失点するケースが多かった．

（３）体力面に関しては，国内リーグや国際大

会終了後，トレーニングを継続的に行っていな

い選手が多く，基礎体力中心のトレーニングを

多く実施した．また，国際大会までの十分な体

力強化が出来なかったために，試合終了まで体

力が持続できなくなる選手も多かった．

（４）精神面に関しては，国際大会の経験不足

から過度に緊張する選手や冷静さを欠く判断ミ

スから，ファウルの回数が増加した．南アジア

選手権大会アフガニスタン代表戦の後半３分，

チームキャプテンが冷静さを欠く判断ミスによ

って退場する場面があった．チームとしてもガ

バナーズカップ・カメリアユナイテッド戦，前

半14分の失点，AFCチャレンジカップ・第一試

合目アフガニスタン代表戦，前半１分の失点，

南アジア選手権大会・インド代表戦，後半12分

の失点，アフガニスタン代表戦，前半３分の失

点や後半３分の失点などいずれも試合開始直後

14分以内に失点する場面や，南アジア選手権大

会・スリランカ代表戦，前半29分，34分の失点，

アフガニスタン代表戦，前半３分，９分，14分，

18分の失点，後半３分，14分の失点など失点後

９分以内に連続して失点する場面が多く精神面

での未熟さを露呈した．

４．考察

４.１．準備期間中での課題

選考会やトレーニングに関して，松山（2010）

は，選手が仕事や学校に通っているため，全員

集まる日が少ない，と報告している．これは，

国全体の代表チームの強化策である選考会やト

レーニングに対する理解が乏しい結果だと考え

られる．国内リーグ終了後トレーニングを行っ

ていない選手が多いために選考会やトレーニン

グに大きく影響した．しかも，選考会実施後，

大会までの期間が限られていた．西（2008）は

代表の強化は短期の強化のみでなく，日々の所

属チーでのトレーニングによりなされていると

しているが，ブータンでは，そうしたトレーニ

ングに関する理解が不足していると考えられ

た．また，ブータン特有の文化や習慣・宗教を

理解して慎重に進めていく必要がある．文化や

習慣では，教育制度には試験の成績や通学日数

によって留年制度がある（平山，2008）．代表

チームのトレーニングに関しても，学校や職場

に理解を求めていく必要がある．高比良（2008）

によると，初雪によって役所が休日になるとし

ている．トレーニングにおいても，初雪の影響

により実施できないことがあった．それ以外に，

ブータン暦の休日に関しても同様である．宗教

的なものとして，ツェチュ祭の行事やブータン

暦１月と４月の年に２回「肉なし月」があり，

選手の栄養面での影響を及ぼした．

大会前の移動と調整に関しては，ブータンの

高度，気候などの地理的な条件を考慮して行う

必要がある．小鳥居（2012）によると，ブータ

ンの首都ティンプーは，約2500メールと高地に

あり，国土のほとんどは急峻な山岳地帯である

ため，移動はバスに頼らざるを得ない．そのた

め，首都ティンプーから国際大会参加の際の，

長時間のバス移動は，選手に大きな疲労とスト

レスを与えた．海外で選手経験のある伊藤壇は，

移動する手段や時間は，コンディション調整す

るうえで，非常に大切であると述べている（佐

藤，2011）．

それ以外にも，トレーニング環境の問題，対

戦相手との配慮の欠如などが挙げられた．鈴木
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（1995）は，海外遠征は日常と異なる競技環境

あるいは生活環境下で行われるものであり，そ

の実際については多面的な理解をすることが必

要であり，国外遠征を行う代表チームにとって

も，大会前の準備や調整を行い，現地の情報を

事前に入手しておくなど，多面的な理解をして

おかなくてはならないと指摘している．この点

でもブータンの取り組みはなされていないとい

わざるを得なかった．

以上のことから，指導者は，事前に日本サッ

カー協会国際部や前任の指導者からブータンサ

ッカー協会の方針，スタッフの構成，代表チー

ムの現状やレベル，トレーニング環境などの情

報を得ておくことが大切である．さらに，赴任

時にブータンに滞在している日本人と日本が

1964年からブータンに対する援助を行っている

国際協力機構との積極的な交流を行うことが現

地の有益な情報を得ることができ，その国の文

化や習慣・宗教などの理解を深めることができ

る．

そのうえで，指導者は自国で学び培った方法

をもとに，その国にあった独自の施策を現地の

スタッフと一緒に慎重に進めていくことが大切

である．

４.２．試合中での課題

試合中での課題の背景には，育成年代でのサ

ッカースクールや地域クラブでの一貫した指導

がなされていなかったことが要因だと考えられ

る．JFA強化委員長として日本サッカー発展の

ために強化にあたっていた大仁は，ジュニア層

年代にどのようなトレーニングをするかが，

個々の選手の伸長度に大きく影響を及ぼしてい

ると述べている（JFA，2000）．

技術面に関しては，育成年代で「止めて蹴る」

というすでに習得しておかなくてはならない技

術レベルがかなり低く，ほとんど毎日のように

トレーニングメニューに加える必要があった．

戦術面でも，技術トレーニング同様，多く実

施した．特に，基礎的な個人戦術のトレーニン

グを多く実施する必要があった．チーム戦術に

おいては，他国での親善試合を行う予算の関係

やブータン国内でレベルの高いチームが存在し

なかったために自チームでの実践的なゲーム形

式を多く取り入れた．

体力面に関しては，国内リーグや国際大会終

了後，トレーニングを継続的に行っていない選

手が多く，基礎体力中心のトレーニングを多く

実施する必要があった．体力に関して，レイナ

ー・マートン（2013）は，トレーニングを中断

すると急速に体力の低下や不調を感じると述べ

ている．したがって，体力強化のために継続的

にトレーニングを行っていく必要がある．

精神面に関しては，育成年代からの国際大会

の経験が少なく，十分なトレーニングがなされ

ていなかったために，多数の選手が過度の緊張

状態になり無駄なファウルや試合運びの未熟さ

を露呈した結果だと考えられる．試合中の過度

の緊張感の因子の中で，金本ら（2002）は，

「失敗するのが怖い」，「失敗するのではと不安

に思った」の「不安因子」や「練習が足りなか

った」，「試合に対する対策が不足していた」な

どの「準備不足の因子」などによって過度の緊

張感がもたらされた」と示している．こうした

不安因子を少しでも取り除くためには，国際大

会などの経験を多く積ませる必要がある．乾

（1996）は，1995年ユニバーシアード国際大会で

日本代表チームが優勝した勝因に中の一つとし

て，海外強化遠征による豊富な国際経験による

ものだと述べている．したがって，代表チーム

においても，数多くの国際大会を経験すること

は，非常に重要である．

以上のことから，育成年代からのシステムを

構築させ，技術や戦術及びメンタルの指導を徹

底させる必要がある．西（2008）によると，各

年代で発育発達に応じたトレーニングを指導者

が共通理解の基に徹底することが大切であると

している．しかし，松山（2010）によると育成

年代の指導を行うサッカー協会保有のグラウン

ドは，首都のティンプーで２面しかない．一方，

学校には，グラウンドが整備されてきており，

それ自体は基本的に「無償」で運営されている

（松岡ほか，2012）．したがって，育成年代から

のシステム構築には学校体育の中でサッカーの
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強化を行ってきた日本のように，学校体育での

一貫指導の充実を図ることを提案する．そして，

各学校にサッカー経験者を体育教師として派遣

し，2011年から始まったサッカー協会主催のグ

ラスルーツ・コーチングスクールに定期的に参

加させることで指導力向上を図る．

代表チームに関しては，より多くの国外強化

遠征による豊富な国際経験を積むために，ネパ

ール，バングラデェシュ，インドなどの近隣諸

国との親善試合を積極的に行うことである．そ

のためには，ブータンサッカー協会と友好関係

にあるクウェートサッカー協会や日本サッカー

協会などに資金的な援助も含めて，大会前のト

レーニングや多くの国際大会の機会を要請する

必要がある．

５．まとめ

本研究では，海外スポーツ指導者派遣事業の

現状と課題を明らかにするために，JFAアジア

貢献事業の一環として，ブータン王国でのサッ

カーに関する実践活動を中心に強化環境の実態

を準備期間中と試合中に分け，さらにそれらを

それぞれ４項目に分類し分析した．

（１）準備期間中の課題として，選考会やトレ

ーニングは，選手が全員集まる日が少なく，国

全体の代表チームの強化策に対する理解が乏し

かった．また，ブータン特有の文化や習慣・宗

教を理解して慎重に進めていく必要があった．

移動と調整は，ブータンの高度，気候などの地

理的な条件を考慮し，大会前の準備や調整を行

い，現地の情報を事前に入手しておくなど，国

外遠征を行う際，多面的な理解をしておく必要

があった．

（２）試合中の課題として，技術面は，育成年

代で習得されていなかったために基礎的なトレ

ーニングを多く実施する必要があった．戦術面

は，基礎戦術を多く取り入れ，自チームでの実

践的なトレーニングを中心に実施した．しかし，

近隣諸国との親善試合を行う機会が少なかっ

た．体力面は，継続的にトレーニングを行って

いなかったため，基礎体力から実施する必要が

あった．精神面は，トレーニングや国際大会の

経験不足からの精神的な未熟さを露呈した結果

であった．

以上のことから， 次のような施策を提案した

い．

派遣指導者は，事前に日本サッカー協会国際

部や前任の指導者から赴任先の国の情報を得て

おくことが大切である．また，赴任時にブータ

ンに滞在している日本人や国際協力機構との積

極的な交流を行い，有益な情報やその国の文化

や習慣・宗教などの理解を深め，その国にあっ

た独自の施策を現地のスタッフと一緒に慎重に

進めていくことが大切である．

代表チーム強化のためには，育成年代から選

手育成システムを構築し，基礎的な指導を徹底

させなければならない．そのためには，各学校

にサッカー経験者を体育教師として派遣し，学

校体育での一貫指導の充実を図ることを提案す

る．その上で，友好関係にあるサッカー協会に

資金的な援助を求め，近隣諸国との親善試合や

大会前のトレーニング等を含め多くの国際大会

参加の機会を増やす必要がある．
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